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◇あとがき◇
　今月号の企画を担当いただきました編集主幹
の黒田達夫先生が10月4日にお亡くなりになり
ました。黒田先生は，本雑誌の編集委員，編集
主幹を長きにわたりご担当いただき，さまざま
な企画を提案・監修いただき，小児外科学の発
展に寄与すること大いなるものがありました。
そして先生は“雑誌小児外科”の編集に一方な
らぬ情熱を注いでいらっしゃったとうかがいま
した。私は編集委員として10年ほど先生のご指
導の下に企画の練り上げになどに携わってまい
りましたが，いつも先生の温厚でかつ的確な御
発言に感銘を受けておりました。
　また先生が日本小児外科学会の理事長，学会
長などの重職を歴任され，わが国の小児外科学
の発展に多方面から貢献されたことはだれもが
認めるところです。
　これらの多くの功績をここに改めて顕彰させ
ていただきますとともに，今後もご指導いただ
きたかったという寂寥の感をもってここに謹ん
でご冥福をお祈りいたします。
　今月号は，総排泄腔遺残症の特集です。黒田
先生が特に力を入れておられた疾患の特集が今
月発刊されることに特別の感慨をもって，この
あとがきを黒田先生への追悼文として書き下ろ
しております。
　そして，今回ご執筆いただきました先生方に
深謝申し上げますとともに，この特集をきっか
けにして，今後この疾患に対する診断や治療に
さらなる進捗が生まれますことを，心よりお祈
りいたします。
 （金森　豊）
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